










①要対策区間のうち、堤防整備済み区間を優先とする。

②　①の区間のうち、浸透、侵食いずれにも対策が必要な

区間を優先する。

③　②の区間のうち、破堤に至る条件である洪水位がHWLと

なる可能性が高い（流下能力が小さい）区間より優先する。

④　③の結果、優先順位が高い区間でも、破堤による氾

濫区域が限定的であったり浸水被害が極端に小さいと想

定される区間については、優先順位を下げる。

⑤　①区間のうち浸透、侵食いずれかで対策が必要な区間

において、②～④同様の検討を行い順位付けを行う。

●堤防質的対策優先順位の基本的な考え方

表,1　　　想定される被害（対策前と対策後）

図,7 　　防災情報に関する課題と対応 図,8　　　光ケーブル、カメラの設置個所

図,9　　　ネットワーク整備による施設管理の省力化 図,10 　0　携帯電話を利用した情報収集

図,11　　　水災害防止力の課題と対応 図,12　津波対策

図,３　 　堤防の質的対策が必要な区間 図,４　　堤防質的対策優先順位の基本的な考え方

図,1 　　揖保川本川における効果 図,2 　　来栖川および引原川における効果

図,５　　堤防の質的対策工法 図．６　　中川の高潮対策
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詳細点検は平成17年度に終了予定
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